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お菓子作り 
豆から作る キャラクタードーナツ 

＆マフィン

青少年部の小学生対象大人気スイーツ事業！ 

今回は市販のドーナツとマフィンに、チョコやクッ

キー、マシュマロなどで、クマやうさぎの顔を描きま

した。食べて消えてしまうのが、もったいないぐらい

完成度が高く、プレゼントにもなるスイーツに！ 

参加した３１人の子どもたちは「みんなで作る楽し

さ」を体験し、 会場は笑顔と活気に満ちあふれていま

した。 

手作り豆腐 

出来上がりは個性豊か 好評の＜食いしん坊シリーズ＞ 

文化部の食いしん坊シリーズ第２弾！ 

大豆を絞って豆乳から木綿豆腐と絹豆腐を作る講習

会。部屋中に広がる大豆の優しい香りに包まれながら、

手作り豆腐とはこんなにも甘いのかとビックリ！ 

おからを使った簡単なサラダも作り、ヘルシーで栄

養満点の料理が完成。手間をかけたぶん、特別な味わ

いを感じることができました。 

これが 
こう 

豆
腐
と
お
か
ら
の
出
来
上
が
り
！ 

新
キ
ャ
ラ
誕
生
！ 

ど
ん
な
顔
に
し
よ
う
か
な
… 

大
豆
を
絞
る
と
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１２月７・８日の２日間にわたって実施した公民館まつりには、

ステージ・展示・模擬店・体験の４部門に３３の団体が参加。 

展示部門は趣向を凝らした作り込みや、見るものを飽きさせな

い工夫をした展示が目立ちました。 

ステージ部門では意表を突く演出やサンタのコスプレなど、練

習の成果にプラスアルファをした団体もあり、観客も出演者も「楽

しむステージ」になっていたのが印象的でした。 

例年同様、今年も盛況なまつりとなりましたが、前年から復活

した模擬店は相変わらずの人気ぶりで、特に飲食系は終了時間前

に売り切れになる店舗が続出！ 

実行委員と参加団体のパワーが結集し、今回も大成功でした！ 

 

RIKA（棚原里香） 

相模原市出身。 

宮古島出身でバンドマンだった父の影響で、幼 

い頃から歌や楽器に親しみ、２０代で唄三線の

師範である父から民謡を学ぶ。 

現在は宮古島に帰った父の教室を継ぎ、子供か 

らシニアまで相模原を中心に唄三線の普及に努

めている。 

地域のイベントやライブなど出演多数。 

北風を吹き飛ばす南国のメロディ 

開会式において、長年にわたり公民館活動に協力

していただいている、ボランティアの方々の表彰式

をおこないました！ 

 

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
共
演 

温かい肉団子は大人気！ わたがし名人登場！ 

三線とは 

ステージ部門恒例のオープニングアクトは、ミュージ

シャンのRIKAさんに出演していただきました。 

「てぃんさぐの花」や「豊年の歌」など、軽快な三線のリ

ズムにのった賑やかな沖縄民謡で、会場には眩しい南国

の陽射しが差し込んでいるようでした。 

 

伝
統
を
継
ぐ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

一般的には「さん

しん」と読みま

す。元々は中国発

祥の弦楽器です

が、琉球王朝時代

に伝来し、沖縄の

文化になったと

言われています。 

いよっ！達筆！！ 
息もぴったり！ 

全て粘土作品だって！ 

みんなでメリクリ！ 

貴重な切り絵体験！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

館報おおのなか ２５３号 

✑ ✑ ✑ 編集後記 ✑ ✑ ✑ 

今年度最終号！ 発行を重ねるごとに見やすくなってい

るな～と、実感しています。部員みんなで「見やすく」「分か

りやすく」を常に話し合っています。その甲斐あって館報コ

ンクールは、２年連続入賞することができて嬉しいかぎり。

親しめる紙面とは？ 目を引く紙面とは？ これからも学び

ながら頑張りたい！(荒井) 

大野中公民館 図書室だより 

新刊のご案内 

  

  

  

 

次号は７月３１日発行 

・スーパーの食材で究極の家庭料理 東山広樹/著 大和書房 

科学的な考察と分析をして調理すれば、長年の経験や特別な 

技術がなくても美味しい料理を作れる。おなじみの家庭料理を 

たくさん取り上げ、調理科学に基づいた料理のコツを紹介する。 

 

・選ぶ、飾る、育てる観葉植物と暮らす本  

大山雄也/監修 ナツメ社 

インテリアの一部として暮らしを彩るとともに、癒しを与えてくれ 

るグリーン。健やかに美しく育てるコツを知ると、気軽に無理な 

く植物とつきあえる。選び方や育て方の基本から、映える飾り 

方、育てやすい人気品種の紹介まで、観葉植物の魅力を詰め 

込んだ一冊。 

・４月１２日～１８日 蔵書点検 

図書室は以下の期間お休みです 

２４８号が 

市内公民館がエントリーした、第４９回 

館報コンクールにおいて、２４８号が入選！ 

昨年度の２４３号（ジョイフル賞）に続き、

当館はこれで２年連続受賞となりました。 

これからも地域の話題をお届けします！ 

 今回はなんと１５３通もの応募がありました！激戦を勝

ち抜いた、５賞９名の中から一部をご紹介！ 

木村 宏哲さん 伊藤 帆香さん 九嶋 梨緒さん 檜垣 恒太朗さん 

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
長
賞 

公民館長賞 

フォト・イラスト賞を受賞！ 

学
校
長
賞 

審
査
員
特
別
賞 

少数精鋭の広報部員！ 


	１面レイアウト3カラー版.pdf
	2面3面レイアウト7カラー版.pdf
	4面レイアウト2カラー版.pdf

